表題(14pt MSゴシックで記入)
—副題(9pt　MSゴシックで記入・ない場合は空行)—
○責任発表者1・連名者2・連名者3
（1所属・2所属・3所属）
キーワード:〇〇，〇〇，〇〇（カンマで区切る，日本語で記載，MSゴシック9pt）

導入部。研究の背景，先行研究の問題点，本研究の目的，仮説などを記述する。
全ての日本語の箇所で全角カンマ（，）と句点（。）を用いる。英文の箇所は半角カンマと半角スペース（, ），半角ピリオドと半角スペース（. ）。数字は全て半角とする。
各見出しはMSゴシック9pt，ボールド体とする。本文において，日本語はMS明朝9pt，英数字はTimes New Roman 9ptを用いる。
それ以外の箇所については，基本的に日本心理学会の「執筆・投稿の手引き」（2022年版）に準拠する。
















方法
参加者　
質問項目　
手続き　
方法内の見出しは，横小見出しを用いること。
項目は，内容に合わせて適宜調整すること。




















結果
結果を記す。図と表は，番号とタイトルをつける（例：Figure 1，Table 1と記載し，図1や表1とは表記しないこと）。図題は図の上，表題は表の上に書き，図と表のタイトルは8ptとする。

Figure 1
条件ごとの平均評定値








考察
考察を記す。














引用文献
引用文献に関しては，略記可能。


【注意点】
※抄録の文末に，発表者の氏名をアルファベット（半角英字，名前は最初の1文字を大文字，苗字はすべて大文字）で記入する。
※タイトルと著者・著者所属については発表申込時のものから変更しないこととする。
（Kanjyo SHINRI, Jodo SHINRI）
1	0.5	1	条件1	条件2	2.5	4.5	
平均評定値



